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初戦は櫻井の好投で、危なげ無く勝利を収める。2回戦も先制点を入れ勝ちムードであったが、突
然、エース白幡(大)が乱れ、内野陣も浮き足立ってしまった。 1点差で迎えた最終回、2アウト満塁
の窮地の場面で、リリーフの櫻井が三振に抑え、逃げ切った。 3回戦は、強豪の戸塚イーグルス。
初回に4点を取られ、その点差を縮める事ができず、完敗。尚、戸塚イーグルスは今大会優勝した。
105回大会もベスト8。その次の1勝の壁がなかなか突破できない。春季大会でリベンジしてほしい。
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第１０７回秋季大会（ベスト８）第１０７回秋季大会（ベスト８）

集まれ元気な小学生（１年生以上の男女）!  団員募集中!!
スポーツをとおして健全な心と体を育成します。 申込み先：平田繁（事務局）

TEL090-4004-9556

２３期生
卒団おめでとう！

２３期生
卒団おめでとう！

卒団記念卒団記念
特別企画特別企画

2月26日（日）、平成23年度卒団式が青少年センターで行わ
れた。高橋会長、高原監督より賞状と記念品が授与された。
今年の卒団生は4名。特別賞は、安田(歩)が受賞した。低学
年からの入団生が多く、素晴しい成績を残してくれた。4月か

らは中学生。芝ジャンの経験を生かし、真っ直ぐに成長して
ほしい。尚、来年度は白幡(昌)がキャプテンを務める。

卒団生の父母の方へ お疲れ様でした

速報第１０８回春季大会

（初戦はコールド勝ち）
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（初戦はコールド勝ち）
爽やかな晴天、 3月20日、球春が始まった。開会式では、
キャプテンの白幡(昌)が選手宣誓をした。 昨年の震災被災
地に向けた思いを述べ、会場から多くの拍手を受けた。
初戦の相手は、川口レッドホークス。昨春も初戦で対戦し、
サドンデスで勝利している。初回6点を入れ、その勢いで、
8-1のコールド勝ち。「ミスが無い」、「そつが無い」野球がで
きた（詳細は76号掲載予定）。2回戦も、期待できる。
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北支部4年生トーナメントは、芝園イーグルスと合同チームで出場した。両チームとも規定人数不足のため、
理事会にて合同チームでの出場が承認された。1回戦は、優勝候補の北川口アタッカーズ。毎回ランナーを
気負うエース阿部だったが、その度に、内野陣の好守備に救われた。とても、4年生の試合とは思えない程
の緊張した展開。 そして、4回裏、杉浦(源)<芝園イーグルス>の2ラン本塁打でリードする。最高潮に盛り上
がったベンチであったが、6回表に北川口アタッカーズの反撃が開始された。が、、、その時、突然の雷雨。
合同チームは雨天コールド勝ちを収めた。選手や応援団は「ずぶ濡れ」であったが、満顔の笑みを持って
岐路に着いた。

北支部４年生トーナメント
芝園・芝富士合同チームで準優勝
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斉藤新監督就任斉藤新監督就任

3月より、高原監督の後任として、
斉藤新監督が就任する。

年末のクリスマス会と
年始のグランド開き

年末のクリスマス会と
年始のグランド開き

12月18日（土）、年内最後の練習後、青少年センターにてクリスマス
会が行なわれた。恒例の小山さんによる手品やわさび入りシューク
リームゲーム、ビンゴ大会など、楽しい思い出となった。
1月8日（日）、年始のグランド開きと親子ソフトボール大会が行われ
た。安全祈願、コーチ陣の新年挨拶など、今年の練習がスタートした。
また、団員とお母さんとのソフトボール大会を行った。今年のお母さ
んチームは強かった。次回は、軟式ボールで団員との真剣勝負を見
てみたい。

2回戦は順当に勝ち、決勝戦に臨ん
だ。合同チームは11名しかいない。当
日、1名の病欠があり、また、エース阿
部も病み上がりだった。結果的に、大
敗を喫する事になった。
今回、チーム一丸となるため、芝園
イーグルスのユニフォームを着用し出
場した。快くユニフォームを貸与して頂
いた芝園イーグルスには感謝申し上
げたい。


